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序

本報告書は，昭和51年度から59年度まで計画されている国営能代開拓建設事

業地内の臨場造成事業に先立つて圃場整備地域内約11.000m'の範囲を，記録保

存を巨的として調査を実施した館下 I遺跡の発摺調査の成果をおさめたもので

す。

この報告書の刊行が地域史の研究の一助になり，文化財愛護に寄与するなら

ば幸いです。

終りに，発掘調査と報告書刊行に色々ご協力いただいた東北農政局能代開拓

建設事業所をはじめ，能代市教育委員会，関係諸機関の方々に深く感謝申しあ

げます。

昭和54年 3月

秋田県教育委員会

教育長 畠山芳郎



朽リ 仁コ

1 ，本報告書は，昭和53年 5月10日から 10月1日にかけて実施した国営能代開拓建設事業に伴

う館下 I遺跡発掘調査報告書二である。

ム発掘調査・報告書作成にあたっては，下記の方々から御指導，御助言をいただいた。

(敬称略)

村越潔(弘前大学教授)，岩本義雄(青森県郷土舘主任研究員)，三宅徹也(開館学芸員)，

木克彦(向館研究員)，一軒田工(青森県教育庁文化課主査)，市川金丸(問)，三浦圭介(向主

杉j制馨(秋田県立大曲高等学校教諭)。

3，報告書の作成は調査員， の討議により， ル」 した。

Iのし 3， II， IIIの 1， 3の④⑥， VIの 1，Vは岩見。 IIIの 2. 3の⑤， Nの 2は永j頼。

IIIの 3の①②③は藤井，田口。

Iの 2 r米代ハi下流域の地形・地質J は秋田大学教官白石建雄氏の指導を受けた山本郡八

森町立岩館小学校教諭工藤英美氏の執筆したものである。

4，荷器の右材鑑定は，県立博物館学芸員渡辺最氏にお願いした。

5，図版に使用した航空写真は，東北農政局能代開拓建設事業所所蔵のものである。

真の一部に能代市唐津勲氏撮影のものを使用している。

6，報告書中の遺構・遺物の写真と実測図は，調査員，調査補佐員およびその仕事を手伝われ

た越後谷敏子，鈴木光子，原田恵知子，宮腰智子諸氏によって作成されたものである。

7 ，実測図の作成にあたっては遺り方~HIJ最を基本にし，一部に平板測量を使用した。

8，発掘調査における土層の色調観察には， 日本色彩研究所の「新版標準土色帖」を使用した。

9，遺物の細部観察には，オリンパス二眼鏡筒式実体顕微鏡VMを使用した。石器の使用痕の

撮影は，県立博物館学芸員高田}I慎，島田忠一氏にお世話をいただいた。
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館下 I遺跡は，秋田県能代子li久喜沢字館下52他に所在する。ここは能代市街地の北東 7kmの

I也点である。

秋田県北部の降水を集めて，能代平野で日本海に注ぐ米代)11の北岸には，数段の段丘によっ

て構成された広大な東雲台地が広がる。

館下 I遺跡は、この京雲白地の南紋に当 1)，11艮Fに米代)11の河道を臨む標高28mの低位段丘

上に位置し，若荷):111，杉の苦圃，雑木林として利用されてきた。

この米代川に|臨む東雲台地の南紘ーには遺跡が多く，館下I;i玄跡の周辺にも発堀調査の行われ

た「ゆずり葉遺跡;J(縄文，平安)， i中台i宣跡J(平安)， i大内坂遺跡、J(縄文，平安)が存在する。

2 

① 調査にあたって

これは，米代川下流域右岸の段丘地形とその構成層を中心に調査したものである。

つては「秋田県北部日本海沿岸地荷の段丘群J(1977，白石・工藤)の報告をもとにして，

1 6 km，南北 7km を区切づておこなし¥ また久喜沢部落付近，東西1.5km，南北 1km の区

域は特に精査をJJI1えたものである。

② 地形@地質概要

調査地域はそのほとんどが能代平野の段丘群で占められている関係上，能代平野とその周辺

の丘陵， LlJ地までを概観してみることにする。

能代平野は米代川カt海に注ぐ付近に三角 JI:~状に形成された広大な:千里子で，北は八森町，

量生部落まで， また南は米代)11 沿いまでと広がづている。その東端は丘陵，山地となって

いて，山地の地形はなだらかであるが，北にいくほど急、!lii，tになる。

山地および段丘j肘古物の正盤は，新第三紀層からな 1)，男 )子の台j;;層群相当層

と青山)11層AI下相当層でdiめられている。

iJJJ也，丘陵以外の段j王は 9 つに底分される。最r~印位段丘としては北能代第 l 段 Jヱカ t あり，こ

れは調査地域には分布していない。高位段丘には，米代)11第 2，第 3段丘があリ，また，中位

段!王としては米代)11第 4，第 5段 l王があり，最も広い分布を占める。低位段丘としては米代)11



第 6，第 7，第 8段丘があり，現河川に沿う形で分布する。なお米代}Ij第 9段丘は沖積層から

なる。

海岸沿いには海岸砂丘が南北に分布している。

③ 段丘群

調査地域にみられる最も古い段丘は米代川第 3段丘で，丑首頭付近を中心にほぼ、南北に延び

る帯状の高まりで，調査地域より北に良〈発達している段丘の残丘であろうと考えられている。

米代Jlj第4段丘は西は竹生付近に，また東には大野付近に，前者と不連続に分布している。

第 4段丘はさらに東方の丘陵まで続くが，そこでは，縁辺部にだけ点々と分布するにすぎな

V'。

構成層は地域によって異なり，竹生地域では中喋および砂よりなる良〈淘汰された地層と，

その上位にくる塊状の砂層からなる。これらの地層は八郎潟西岸に広く分布する潟西層 1，II 

に酷似する。また大野地域では，段丘の縁辺部では中~大喋層と砂層からなり，中心部ではノト

磯と青灰色塊状砂などで構成されている。(層厚は 5m以内)

これらの事-と地形などから，この第 4段丘は潟西層 1，IIが形成された時代，即ち，

期と同じ年代であろうと推測できる。

米代}Ij第 5段丘は向能代の拓友付近に広く分布し，第 4段丘との高度差はわずかで地形区分

はむずかしいが，構成層については両者は全く異にする。即ち，第 4段丘の層厚は 5m内外で

口白図図

日開::;肌
第 2図 米代)11下流域の段丘分布関図

2 

四 日図回目



あるのに対し，第 5段丘のそれは 10m-20mと非常に厚い。また，前者は淘汰の良好な砂

が中心的であるが，後者では淘汰の悪い中~大離が中心である。これは， I日米代川が北四方向

に流れながら第 4段丘構成層を浸食し谷を形成しその後，その谷を河)11の運搬物で理めたもの

と解さlLる。

米代川第 6段丘は第 5段丘と明瞭な比高で区別され，はほ、 30m高度の美しい平坦な段丘面

を持ち，米代 )II~見河川沿し、に分布する。ドIJ能代 7 区では， かつてその平坦面を利用して東雲

飛行場がつくられた。

構成層は主に中磯よりな 1)，上位にはクロスラミナの良く発達する砂がレンズ状に狭まれる
4 ) 

こともある。層厚は 10-20mと非常に厚い。

米代)11第 7段丘は，わずかの比高をもって第 6段丘と識別できる。その分布は，西は築法師

から東は天内までの区間で，現河川沿いに認められ，館下 I遺跡はこの段丘面に位置する。構

成層についてはくわしく後述するが，基本的には第 6段丘構成層に類似する。

米代)11第 8段丘は，その分布が限られておリ，常盤部落付近の第 7段丘の先端にわずかに見

らlLるだ‘けで‘ある。

米代)11第 9段丘は，米代)11流域に分布する海岸平野の高位而で，構成層中に軽石が含まれる

のが特徴的である。鷹巣盆地の洪水シラスの堆積面(平山・市川 19 6 6 )に対比され，東能

代付近ではシラス面ともよばれている。

④ 久喜沢部落付近の地形・地質

館一 1"1遺跡は前述の米代川第 7段丘の段丘面にあたリ，高度は約 25mである。その南端は

ゆるやかな斜ー而を経て 20m

る可能性が強い。

黒色ゴ二

赤色::1:

砂

赤色ゴ:

51j 

第 3図 フラスコ状ピット断面のー修o

を有する段丘面にかわる。この商は米代川第 8段丘に相当す

精査地域の 8つの露頭およびフラスコ状ピットの壁面の観

察から第 4図の柱状国および第 5閣の地質模式断面図(南北

方ruJ) を作成した。以下これらについて説明する。

基盤は塊状のシルト岩よりなり海生の二枚貝の化石を産出

する。岩層および化若から本層は秋田池田層序の笹岡層に相

当すると思われる。河岸から遠ざかるにつれて基盤の高度は

増し，久喜沢部落付近では米代川第 9段丘面よりも 6mはども高くなる。河床では基盤岩がみ

られるので，沖積台地での基盤岩はさほど深くはないと忠われる。

を不整合に覆って，わずかながら平行ラミナが発達する砂層が 6mほど堆積し，その

上位には整合に中礁と が 6mほど続く。なお，この地層は海成層とは認めがたい。

3-
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第 4図 久喜沢付近の柱状図

砂，礁の互!討の上には厚さ 20mにもおよぶ大疎から

なるi勾汰の悪い際層が堆積していて， 1球種は安山岩，流

紋岩が顕著で、ある，次に泥岩類宅説灰岩類と比較的やわ

らかい岩石が目立ち，花絹岩もわずかながら認められる。

その上位には厚さ 1~ 1. 5m の砂層が断続的に広く分

している。 はしは、しは、クロスラミナを形成してい

る。

さらに上位には中~大礁からなる 5~6mの厚さの喋

層があり，その機種をみると圧倒的に花既岩が多く，遠

くからみると地層全体が白っぽく見えるほどである。

最上部には粘土および腐植土が形成されている。五紫層

の直上には厚さ 25 cmほどの赤色粘土が重なり，その上

第 5函 久喜沢付近の地震模式断面図

っている。

文 献

には障さ 35 cmほ

どの砂層があり，

この砂層には直箆

1 mmほどのやわら

かい白質物(軽石

*立ではない)カf多

数混在する。その

上に 14 0 cm 

さで赤色粘土が形

成され，最後に腐

植二仁がその上を

1 ) 白石建雄，工藤英美，秋田第四紀研究グループ(1 9 7 7 )，秋田県北部日本海沿岸地帯の

段丘群一一一一秋田大学教育学部研究紀要第 27 

2) 工藤英美 (1976) ，峰浜村蝦夷倉における土器類片を含む砂丘について一一一一l峰浜

村の文化財(研究・報告編)

3) 潟西団体研究グループ(1 9 7 6 )，模式地における

4 

について一一日本地



とこJ

E-] 

4) を賓 軽部和夫，北}Ij和子， (1 9 7 0 )，能代山本フィルド，ガイド一一一

秋田地学NO.13 

5) 平山次郎， r!i }Ij賢一(1 9 6 6 )， 1 0 0 0年前のシラス洪水 発堀された十和田湖伝説

一一一一一地質ニュースNo.1 4 0， P 1 0 2 8 

6) 小川敏郎(1 9 7 7 )，テキスト「地層」の学習(小 5) 

3 発掘

能代地区では，昭和51年度から，東北農政局能代開拓建設事業所によって，農業所得の増大

と土地，労力の生産性のltIJ上をはかるため， 3，340haの未整地，既墾地を対象に，

られてきた。

この対象地区には，多数の原始古代の周知の遺跡が確認されており，今まで工事以前に発御調

査による記録保存がなされてきた。館下には 1，II， IIIの縄文期 3遺跡がある。そのうち I

したものである。

畑に造成されるため，記録保存を目的に，

口 調査の概要
調査の体制

秋田県教育委員会

調査期間 昭和53年 5 月 10 日 ~10 月 1 日

調査地 秋田県能代市久喜沢字館下 52他

秋田県教育庁文化課

永j頼福男 秋田

熊谷太郎 秋田県立能代農業高等学校教諭

補佐員 田 口都

高 橋可 秋田 課長

門間光夫 秋田 課長補佐

越智子守一 秋田県教育庁文化課 課長補佐

秋田

木村登 秋田県教育庁文化課 主査

秋田県教育庁文化課

川 越 譲 秋田県教育庁文化課

5 

発堀調査を



藤田勉

新泉美知子

後藤正

竹内誠

小野寺宏之，

秋田県教育庁文化課

秋田県教育庁文化課

東北農政局

東北農政局能代開拓建設事ー業所開発課課長

東北農政局能代開拓建設事業所開発課係長

調査参加者 芹田兼三郎，芹田喜代治，芹田末太郎，芹田清一，芹田長作，芹田良雄，佐々木

調査協力機関

菊太郎，佐々木溶三郎，佐々木信夫，鈴木市郎，鈴木卯吉，鈴木孫治郎，鈴木与

三郎，伊藤秀次郎，岩本隆， )lj村千代吉，菊地勘右エ門，熊谷喜久雄，七戸徹夫，

神馬常太郎，神馬j青美，鈴木多四郎，鈴木常太郎，鈴木弥太郎，棟方仁司，芹田

キセ，芹田タカノ，芹田ツセ，芹田トミヱ，芹回フクエ，芹田ミツ子，小松範子，

佐々木愛子.佐々木カツ，佐々木キヨ子，佐々木トヨヱ，鈴木キノ，鈴木ミキエ，

田村チヤ，幸坂カヨ，幸坂スギ，幸坂フジエ，幸坂ヤエ，小林ツルエ，鈴木ミサ

鈴木ユキエ，高山ハルエ，渡辺ツマ，岩本美津子，岩森みよ，蝦名キワ，小里子タ

イ子，川村ツヰ， }Ij村ふよ， 菊地きぬ子，菊地すぎの，工藤タミエ，工藤ミヨ，

工藤ゆき子，斎藤アヤ子，笹森セイ子，神馬ヨシノ，鈴木キヨ，鈴木ふみえ，須

藤和子，桧田キミヱ，桧田シミエ，棟方カツエ，吉田スナ，三浦淳蔵，小林鉄雄，

日諸喜憲，丑沢長生，越後谷敏子，鈴木光子，原因恵知子，宮腰智子，近藤恵子，

住吉優子， 大高博康

秋田県能代市教育委員会
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調査対象地の現況は 50.000m2に及._;~'畑地と，ブルドーザーによって抜桜され，ユドlJI_ J也

化した原聖子であった。

この平現地の中央部よりやや西寄りを通る東西市ji!とそれに直交する南北線で 4分古Ijして，そ

れぞ、れNW NE区， SW毘， S E区を設定した。各区は更に 3mX3mに小圧倒し，原点

とした東西線，南北線の交点からのびる 4方rilJは，ん-位の記号を最初にした算用数字で示した。

グリッドの名称は N0 1 W 0 4のように，方位の記号と算用数千の組み合せてい呼ぶことにした。

3 

発堀調査は 5月10 Bから開始した。当日 ，補佐員，束北農政局能代開拓事業所小野

が遺跡に参集し，テント張りののちグリッド設定にとりかかる。 15日の NW

区グリッド設定をまって N W区の西l明から千鳥に粗掘りを開始。 5月 16日に発掘占IS地プレハ

ブが建つ。 5月23日に l号住居跡を検出。 6月7日までに 1-4号住居跡の発揮1を完了。い

ずれも楕円形，大型の住居跡である。 6月1日から発掘遺物の水洗い，接合， {主記を能代市社

教センター内にある調査事務所で，発掘調査と併行して開始。 6月7日には県教育公安君主国の

一行が遺跡を し，調査の重要性を理解してくれたことは喜ばし ~)o 7月1日からは大館市

の塚の下遺跡の調査に従事していた藤井補佐員も加わり，作業は順調に進む。6丹19日にはロ

ーム上回から県北地方では最初の杉久保型ナイフ形石器が発掘された。 7月 1日には県立能代

農高の熊谷調査員が調査に参加， 7月6日には文化庁稲田調査官未跡。指導をjJ'[Jぐ， NW区の

西部で検出されている住居跡は，出土遺物から中期円筒上層C式 D式のものと考えられる。

7月 16日から N W区住居群検出地の実iNIJを行う。これと併行に NW区の北東部で検出されて

いた石岡炉を伴う住居跡問辺の~:[l掘りの拡大とーベルトのとりはずしを行う J 月・ 8 月は好天

ながら高温の日が多く作業は難渋。 9月2日にはじめて排土にベルコンを使用す。 9月 10日

以降未調査地の段丘四端， SW区と NW区にわたる若荷畑の~JL揃りを行う。 8 );I~のフラスコ状ピ

ットと 2i:東の竪穴住居跡を検出す。フラスコ状ピいノトのなかには 2重構造のものも発見された。

NW区北東部の住居跡群は石田炉を持つ円形のもので，大木 10式j閉じ立のものと考えられた。

9月20日大木 10式期の住居跡群実if!iJのため遣 1) 命入る。 9月 23日，秋分の日に現

地説明会を開催， 2 0 0人近い能代市民が来跡す。発掘調査にj楽し、感銘をうけて

1 0月1日写真撮影，実mrJなどもすべて終え発掘調査を終了

8-
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遺跡は段j王の北東縁から西縁にかけて立地している。こ

は!まで， 2 i交の層である。

中期

する 30 

はtmは，

された段丘の西縁に近

られた。

段丘縁に向って緩傾斜の見られる地形である。

の南側では 25 r) ，北側の段丘縁では 53 cmほ

d主
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第 8図 遺構分布図 (Bクザループ)

m 

J H.……竪穴住居跡

J R--…屋外の炉
T p..…溝状遺構

認められた。表土の無いのは調査に先立ち開聞に便利なようにブルトーザーで削平したためで

ある。このように遺跡の一部には表土の見られない個所がある。遺物は黒褐色土中から出土す

る。

2 I日石器時代の出土遺物

旧石器時代に属すると考えられる遺物が 2点出土した。出土した地点は，舌状にのびる段丘

の北縁に位霊する。遺物出土グリッドは N1 9 W 4 7と， N19W48である。

出土地点の地層は，上から ( 2 0 - 3 0 cm)， (ローム)，砂届，際膚

-10 



となる。石器の出土した層は，ローム層上面である。なお， 1点はローム層に突科さった状態

で出土した。 2点間の距離は 2m 。

出土遺物(第 S図図版22，28) 

ナイフ形石器

1は在刃技法によって剥取された縦長の剥片を使用。背面には 2本の稜が走る。また，基部

を薄く仕上げ.るため，背面に打面方向か

らの剥離が摘されている。背面の基部周

辺に対する二次加工は，両側縁に認めら

れる。基部は尖るが先端部は丸味を持つ。

長さ9.4cm，幅 2cm，厚さ0.6cm，重さ

10. 7 g 。頁岩。

2も石刃抜法によって剥取された縦長

の剥片を使用。背面に 1本稜が走る。
ζごとh

第 9図ナイフ形石器

ζ::::::::::. 
2 

背面には基部を薄く仕上げるための剥離

が施される。背面の側縁に施された二次

加工は，右側縁では先端部に至る。両端とも尖る。長さ6.8 cm， rt高1.6 cm，厚さ0.5cm，重さ

3.7 g。頁岩。

1・2とも使用痕は認められなかった。

なお， 2点は杉久保型ナイフ形石器に類似する。

以上 2点の石器のみで，遺構，石器組成も不明であり，遺跡の性格について言及することは

不可能で、ある。

3 縄文時代の検出遺構と出土遺物

①住居跡

3 4棟の住居跡が検出された。遺構の確認はすべて地山上面である。

1号住居跡 (第10図，図版 6) 

く平面形〉長軸 8.2m，短軸4.7mの楕円形フ。ラン。長軸は，ほFJ::W-Eを示す。

〈壁・床〉壁の傾斜は約 30度で， 1 0 cm立ち上がる。北東部の床面は凹凸をなす。

く炉〉長軸線上に，土器埋設炉(F 1 ) ，地床炉 (Fz，F3， F4) 0 Flがよく焼けている。
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く柱穴〉長軸線と平行に 3 個ずつ並<_;~'o P 1 ~ P 6 

く施設〉西壁ぎわにロームの縁のあるすり鉢状ピット(P 7 )。

石棒の折れたものが，北壁にたおれかかる状態

2号イ主麗跡(第11図)

く平面形〉長軸 8.8m，短軸 5.6mの楕円形プラン。長軸は，はほ、N-Sを

く壁・床> 5 0度の傾斜で 10 cm立ち上がる。床面は，ゆるやかに中央部に傾斜。

く炉〉長軸線上に， Fl~F3 の地床炉。 F 1の使用大。

く柱穴〉長軸棋に平行に 3 個ずつ並ぶ。 Pl~P6 が主柱穴。
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〈施設〉長軸線上に，かつてロームの縁が巡っていたと思われるすり鉢状のピット( (P 7 ) 

P 7内より，石皿出土。
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3号住居跡(第12図)

く平面形〉長軸 7.4m，持i軸 4.5mの楕円形プラン。長軸は，ほほ‘W-Eを

く控・床〉壁は 50度で杓 10 cm立ち上がる。床面は平坦。

く炉〉長軸線上に， F 1とF2の地床炉。
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〈柱穴>-長軸総と平行に 2 倒ずつ並ぶ。 Pl~P4 が主柱穴。

く地設〉長軸線上にロームの縁を巡らしたすり鉢tkのピット。(P5 ) 

P 6には，土器が口縁部を下に埋設されていた。
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4号住居跡(第13図，図版 7) 

く平面形〉長軸 6.2m，短軸 6.0mの楕円形プラン。長軸は，はぽW-Eを示す。

く壁・床〉援は 65度で 16 cm立ち上がる。床面は平坦。

く炉〉長軸総上に， Fl~F3 を検出。 F 1は土器埋設炉でよく焼けている。 F2， F 3は地床炉。
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〈柱穴〉長軸線と平行に 3個ずつ並ぶ。 PI-P6が主柱穴。

〈施設〉長軸線上に縁のあるすり鉢状ピット(P 7 )。東盤北寄りに，テラス状のロームの張

り出し。
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5号住居跡(第14図，殴版 7) 
〈平面形〉長軸 10m，短軸 4・8mの楕円形プラン。長軸方向は，はぼW … Eを

・床〉壁は 40度で約 20 cm立ち上がる。床面はほぼ平担。
〈炉〉長軸娘上に， FI-F3の地床炉。良く焼けている。
〈柱穴〉長軸線と平行に 3個ずつ並ぶ。 P1 - P 6が主柱穴。
〈施設〉長軸線上に段のあるすり鉢状ピット (P7 )。縁のあった痕跡の残るピット(P 8 )。
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6号住居跡(第15図，図版 8) 

〈平面形〉長軸7.7m，短軸3.4m椅円形フO ラン。長軸方向は，ほほ、N-Sを示す。

〈壁・床〉壁は 45度で 10 cm立ち上がる。床面はほぼ平担。

く炉〉長軸線上に， F 1とF2の地床炉。よく焼けている。

〈柱穴〉長軸線と平行に 3個ずつ並ぶ:0 P 1 - P 6 

〈施設〉長軸線上に 2 個 (P 7 • PS)のすり鉢状ピット。
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7号住居跡(第四図，図版 8) 

〈平面形〉長軸9.8m，短軸5.1mの楕円形のプラン。長軸方向は，ほぽW Eを示す。

〈壁・床〉壁は 40度で 20 cm立ち上がる。床面は中央部にむかつて，ゆるやかに凹む。北東

部は凹凸をなす。

く柱穴〉長軸線と平行に 4個ずつ並ぶ。 PI-PSが主柱穴。

く施設〉長軸線上に 2個 (P 9， P 10 )のすり鉢状ピット。うち P9は縁をもっ。

く特記事項> P 11内床面は石血が定置されていた。
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8号住居跡(第17図)

ほほ、N-Sを示す。短軸6.9mの楕円形フoラン。長軸方向は，〈平面形〉長軸8.0m， 

ゆるやかに中央部に傾斜。〈壁・床〉壁は 20度で8cmほど立ち上がる。床面は，

かなり使用されている。1 0 cmの厚きで，〈炉〉長軸線上に地床炉。

PI-P6が柱穴。

〈施設〉長軸線上に縁のあるすり鉢状のピット(P 8 )と鍋底状を呈するピット(P 9 )がある。
r 
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く柱穴〉長軸線に平行して 3偶ずつ並ぶ。
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9号住居跡(第18図)

く平面形〉長軸 5. 0 m，短軸 3. 5 mの楕円形プラン。長軸は， W-Eを

く壁・床〉壁は 20 J支 ~60 度で 1 4 ~ 1 8 cm立ち上がる。

〈炉〉長軸線上に F1とF2の地床炉。良く焼けている。

〈柱穴> Pl~P2 が主柱穴。長軸線を中心として，左右対称に 2 個ずつ並ぶ。

く施設〉長軸総上にすり鉢状の P見
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10号住麿跡(第19図)

く平面形〉長軸 6.0m，矩軸 4.0mの楕円形プラン。長軸方向は， N Sを示す。

く壁・床〉 4 0度で 14 cm立ち上がる。床面は

く炉〉ほほ、中央に地床炉。 10 cmの厚さ。

く柱穴〉長車rnk.~Í~ を中心に 2 個ずつ平行に並v_;~'o P 1 ~ P 4 

く施設〉長軸線上に，少し縁の残るピット(p 5)0 
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褐色土層 (10Y R九)

2m  

く平面形〉長軸 7.0m司短軸 4.3mの楕円形プラン。長軸方向は，短軸 N-Sを示す。

く控・床〉援は 25度で 10 cm立ち上がる。床面は，やや起伏がある。

く炉〉はほ中央に地床炉。

く柱穴> 2個の柱穴 (Pl， P2) しか確認できなかった。

く陥設〉長軸線上に縁のあるピット(P 3 ) 
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第20図 11号住居跡 日1

12号住居跡(第21図，図版 9) 

〈平面形〉長軸 8.0m，短軸 5.2mの隅丸長方形フ。ラン。長軸方向は， W-Eを示す。

〈壁・床〉壁は 40度で， 4 ~ 5 cm立ち上がる。床面は回凸が激しい。

く炉〉長軸線上に， F 1 • F 2の地床炉。

く柱穴〉長軸線を中心に 3 個ずつ平行して並ぶ。 Pl~P6 が主柱穴。
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〈施設〉長軸線上に，縁のあるすり鉢状のどット(P 7 )，と縁のないピット (P8 )がある。
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13号住居跡(第22図，図版 9) 

く平面形〉長軸 3.2mの隅丸長方形フ。ラン。長軸方向は， W-Eを示す。

く壁・床〉壁は 50度で 30 cm立ち上がる。床面はほぼ平坦。

く炉〉中央に浅く掘り出めた炉。炉には縁がめぐる。焼土は薄い。
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〈柱穴〉長軸線上に平行に 2ずつ並ぶ。 PI-P4は

〈施設〉長軸線上の西壁に接して縁のめぐるすり鉢のピット(P 5 )。
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14号住居跡(第23図)

W-Eを示す。〈平面形〉長軸3.0m知軸2.6mの円形に近い惰円形プラン。長軸方向は，

凹凸が激しい。く壁・床〉壁は 40度で 15 cm立ち上がる。床面は，

く炉〉長軸線北寄りに地床炉。

PI-P4が主柱穴。

⑮ 
〈柱穴〉長軸線を中心に 2個ずつ平行して並ぶ。
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図版11) 15号住居跡(第24図，

短軸4.6 5 m 0 く平面形〉不整円形。長軸5.74 m， 

3 - 6 cm。床面はしまっている。

-25 

く壁・床〉浅い掘り込み

く炉〉中央より北に石ItEI炉。



1I{¥.fi¥¥色土問(lOYH./4"
，¥1，¥補色土層(lOYH. ~1 
悩色ご1:層 (lOYH.;{; 
淡黄色二上層(5 Y叱)

1
i

つμ
η
J
Aサ

l∞ 

@ 

① 名

。
bJ 

"""'" Iつ

Lev26，96 ~ 

唄

A
E

Il1 

15号住居跡@溝状土拡第24図

く柱穴>11個の柱穴が検出された。

16号住居跡(第25図)

告宣車由5.88 m。く平面形〉不整円形。長軸5.97 m， 

竪くしまっている。ゆるやかに傾斜する。床面は平盟で，く壁・床〉壁高は 6-1 0 cmで，

く炉〉石のぬき取られた思われる炉。

く柱穴〉柱穴と考えられるピットは12個検出。

円

h
uつω



∞i 

⑮ 

A 

《ミ〉

Fl P 5 

~ ¥.40'¥ I 

ト28) 1 

σコ

'-D 
ひ、3
〉
ω 

lOY R%) プ
10Y R:Y6) 同 l

A A' 

第25図 16号住居跡
2m 

17号住居跡(第26図)

く平面形〉南側の壁ははっきりしない。東西径は 5m。

〈壁・床〉北側で壁高 5cm，南側は撹乱で不明。床面には凹凸があるが，堅くしまっている。

く炉〉北東よりに石閤炉。床商の一部が焼けている。

く柱穴〉柱穴と考えられるのは P1 ~ P 120 壁にそってめぐる。

18号住居跡(第27図，図版12)

〈平田形〉佳5.55m~6.21m を測る不整楕円形。

〈壁・床〉 5 ~ 6 cm。ゆるやかに傾斜する。床面は平坦で、，堅くしまっている。

〈炉〉北よりに石間

〈柱穴> p 1 ~ P 14が主柱穴もしくは補助穴と考えられる。
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19号住居跡(第28図，図版12)

7 6 mの円形。本遺構が古い。〈平田形>25号住居跡と

かたくしまる。は 25m~ 3 0 cmo 急傾斜をなして落ち込む。床面は平坦，く壁・床〉

る地床炉。く炉〉中央部に

く柱穴〉不明である。
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19 • 25号住麗跡第28図

20号住居跡(第29関，図販13)

く平面形〉直径4.8mの円形。

堅くしまっては 7~ 10 cmで，ゆるやかに床面につづく。床聞は凹凸をなすが，く援・床〉

いる。

この周辺に焼土 F2~F4 あり。北西よりに F 1。

1 4倍!の柱穴状ピットが検出された。
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2m 20号住居跡第29図

21号住居跡(第30図ヲ図版13)

く平面形〉東側の部分が 23号住居ー跡と重複している。本住居跡が吉い。径4.2mの円形。

堅くしまっている。は 10 ~ 1 2 cmo 床面はゆるやかな起伏を呈し，く壁・床〉

く炉〉東北よりに石間炉。

く柱穴〉控にそって配置された Pl~P7o
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22号住居勝(第31顕，図版14)

〈平田形〉直径4.8mの不整円形。

〈壁・床〉 は 8-1 0 cmで，床面になだらかに続く。床面平坦で、'竪くしまる。

〈炉〉石間炉。

〈柱穴〉内部から 12個の柱穴状ピットが検出された。
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23号住居跡(第30図，図版13)

〈平面形〉直径2.9mほどの円形を呈する。西側において21号住居跡と切り合う。本住居跡

が新しし、。

く壁・床〉

2m 

は 15 cmを測る。床面は堅くしまる。 5号フラスト状ピットを付設している。

く炉〉南側に開く石組炉。

く柱穴〉確認されなかった。。
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24号住居跡(第32図，図版14)

〈平面形〉不整隅丸長方形，長軸5.8m，短軸4.95 m。

く援・ 1未〉

〈炉〉石間

3 ~ 5 cmo ゆるやかに床面に続く。よくしまっている。

床面に焼土あり。

〈柱穴〉柱穴状ピット 13個検出された。
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第32図 24号住居跡
2m 

25号{主居跡(第28図ヲ関瓶12)

く平田形〉

と重複。

く壁・床〉

く炉〉地床炉。

〈柱穴> 911ID検出された。

円形。長軸6.90 m，短軸3.90 m 。長軸は東西方向を向く。 19号住居跡

3 0 ~ 4 0 cm。急傾斜をなして床面に移行する。床面はかたくしまる。
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26号住鯖跡(第33関，関眼目)

く平面形〉不整棒円形

く壁・床〉
は北側において 10 ~ 1 5 cm，南側 4~ 5 cmo 

〈炉〉焼土面が 4ヵ所検出。

く柱穴〉柱穴らしいピット 15個。
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27号住居跡(第33図，図版 15) 

く平面形〉不整円形。径約5.2m 。

く壁・床〉 は 10 -2 0 cmで，ゆるやかに床面に続く。

く炉〉石間炉。

〈柱穴〉壁にそって配置された PI-P5が柱穴であろう。

28号住居跡(第34図，図版15)
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〈エド函]f;)不整円形で径5.3~4mo

は約 10 cmo 床面は平坦で堅くしまる。第 4号フラスコ状ピットを付設する。〈壁・床〉

く柱穴〉壁にそって配置さ i した Pl~P8 が主柱穴であろう。

〈炉〉石田炉

29号住居跡(第35盟)

〈平面形〉長軸 3.96m， 3mの楕円形プラン。長軸は N-S方向を戸IJく。

は 20 ~ 2 5 crn。床面[は平坦で堅くしまる。く壁・

〈炉〉地床炉

く柱穴〉主柱穴 4 本 (Pl~P4)。長軸線を中心に 2 本ずつ並ぶ。

く施設〉長軸線上には，すり鉢状のピット(P 5 )がある。
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第35図 29号住居跡
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30号住居跡(第36悶，図版10)

〈平面形〉長軸5.70 m，短軸3.40 mの隅丸長方形。長軸方向は N Sを示す。

〈壁・ 2 5 cmo 度で床面にいたる。床面は平坦で、，かたくしまっている。

〈周溝〉南側壁に沿ってめぐる。幅 4~ 5 cm。深さ 4cmo 長さ 3.60 m。

〈炉〉長軸線上に地床炉。

く柱穴> p 1 ~ P 4が主柱穴。長軸線を中心にして 2本ずつ並ぶ。

長軸線上にすり鉢状のピット (P7 )がある。東壁中央には階段状の施設があり

入口ではないかと考えられる。
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31号住居跡(第37図，図版10)

〈平面形〉長軸3.55 m，短軸3.60 mの楕円形。長軸は E W方向を示す。

く壁・床〉設の立ち上りが急、である。床面は平担でしっかりしている。

く柱穴〉長軸線に平行して 2個ずつ並ぶ。 P1 ~ P 4が主柱穴。

く施設〉長軸線上にすり鉢状のピット(P 5 )あり。

〈炉〉地床炉
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第37図 31号住居跡

32号住居跡(第38図)

く平面形〉楕円形プラン。 長軸4.0m，短軸3.8m。長軸は N-S方向を向く。

く壁・床〉壁高 15m。床面は平盟で， しっかりしている。

く炉〉地床炉。

く柱穴> p 1 ~ P 4が主柱穴であろう。

〈施設〉長軸線上にピット(P 7 )がある。

。。勺。
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第39図 33号住居跡

日
叶
dqa 

33号住居跡(第39図)

〈平面形〉径6.6-5.4mの

不整楕円形。長軸方向は N

Sを示す。

く壁・床〉 は 8- 5cm。

床はしっかりしている。

く炉〉地床炉

く柱穴> PI-P7のキ主穴状

ピットが検出される。

34号住居跡(第40図，図版

11 ) 

く平面形〉長軸3.4m，短軸

2.4 2 mの楕円形を呈する。

長軸方向は N-Sを示す。

(瓦)
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〈壁・床〉 2 0 cmo 東壁を除き る。床面はかたくしまる。

〈周溝〉南東コーナーと 吋認められる。

〈施設〉中軸線上に北壁に接して，縁のめぐったピットがある (p7 )。

〈柱穴> P 1 ~ P 4が主柱穴。長軸線に

Le\'~7 .0'1ム

して 2Wilずつ並心。
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②竪穴遺構

1号竪穴遺構(第41an，図版 16)

長軸2・3m，短軸2.0mの不整捕円形。床面は 50皮で 17 cm立ち上がる。床面はかたくし

まる。

はほ中央に焼土あるが，小さく薄い。周囲に Pl~P5 のピットがめぐる。



(第42図ヲ図版16)2 

長軸 12.8m，短軸2.5mの不整楕円形フoラン。壁

は 30度で 26 cm立ち上がる，床面はほぼ平坦で、，

中央に薄い焼土がある。周囲に P1 ~ P 5のピット

がめぐる。

(第43図)3.5.11.1 

0:)1 

る。 1.5 平面形が 1 辺 2~3m の不整方形を勾 i

理士の状況を観察するm ほどJ屈り込まれているが，

いったん描り上げた土をすぐうめもどしたようと，
11計約色二日活(7.5Y R:~l) 

な状況であった。遺物は皆無で、ある。後世の仕事で
第41図 1

1 1 号の実~~IJ図のみ提示した。

∞l 

ないだろうか。
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2号竪穴遺構

COI 

第42図
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君主旨亙函必空里=号室

人

図版17)ヰ
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¥
川
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)
円
) 短軸2.5mの不整楕円長剥13.5m， 

2 0 cmほどの深さ。 床面は平坦で，形。

ほぽ中央に焼土あり。
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S号竪穴遺構(第45図)

藍径 1mほどの円形プラン。 60 cmの深さである。

7号竪穴遺構(第46図)

直径0.8mの円形プラン。壁は 65度で 28 cm立ち上がる。床面平坦。

8号援穴遺構(第47図)

長軸1.2 m，短軸0.6mの不整楕円形。援は 30度で 8cm立ち上がる。底面はゆるやかに凹

む。

9号竪穴遺構(第48図)

長軸3.1m，短軸2.10 mの不整楕円形。壁は 20度で 20 cm立ち上がる。平迫な床面中央

に薄い焼土が認められる。壁の外周に 51聞のピット (PI-P5)。

10号霊穴漉構(第49図，国版17)

長軸2.3m，短軸1.84mの不整楕円形プラン。深さ 10 cm。床面ほほ平坦，かすかに焼土

が認められる。
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12号竪穴遺構(第50留)

長軸1.9 m，短軸1.5mの不整楕円形プラン。深さ約 10 cm。床面中央に薄い焼土あり。壁

の外国に P1 - P 3がめぐる。

13号竪穴遺構(第51関)

長軸2.0m，短軸1.7mの楕円形プラン。深さ 10 cm。平坦な床面中央に薄い焼土が認めら

tLる。

14号竪穴遺構(第52図)

直径 1mの不整円形プラン。深さ 8cm。

15号霊穴遺構(第53図)

長軸0.9m，短軸0.7mの楕円形プラン。深さ 10 cm。床面平坦。
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16号畏穴遺構(第54図)

直径0.3mの円形プラン。 深さ 10 cm。床面やや起伏あリ。

17号竪穴遺構(第55図)

直径0.8mの円形プランの深さ 56cm。床面は

18号竪穴遺構(第56図)

8 4 cmの円方ヲプラン， 1菜さ 60 cmo 

20号竪穴遺構(第57図)

長軸3.6m，短軸3.0mの不整楕円形。深さ 10 cm，平坦な床面に薄い焼土。

21号竪穴遺構(第58図)

長軸 O.78m，短軸 0.76 mの楕円形プラン。深さ 10 cm 
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第54図 16号竪穴適構

17号竪穴遺構
第56図 18号竪穴遺構
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。 1 m 
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第58図 21号竪穴遺構
o 1m 

第57国 20・23号竪穴遺構
尽空自雨時沼円竺張関面否竺塑
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へ

第59図 22号竪穴遺構 o 1 111 
型空軍孟証空型篇函E雪空自

24号竪穴遺構(第60国)

長軸3.1m，短軸2.8mの不整楕円形プ

ラン。床面に薄い焼土あり。壁に沿って 5

個のピットがめぐる。

25号竪穴遺構(第61図)

直径O.68mの円形プラン。 50 cmの深さ。

26号竪穴遺構(第62)

O.78mの円背5フ。ラン。 t呆さ 38 cmo 

A A 

A A. L ev27 ，23 

第61国 25号襲穴遺構

22号竪穴遺構(第59図，図版18) 

直径3.1mの不整円形プラン。深 10 cm，床面中

央に焼土あり。

23号霊穴遺構(第57圏)

藍径0.6mの円形プラン。深さ.10 cm。
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③フラスコ状ピット 。
1号フラスコ状ピット(第63図，図版18)

口縁部1.32m， 口頭部1.0 2 m，底径

1.74m，深さ 1.08 m。砂層まで掘り込ん

でいる。周辺に 6個のピットを有する。

。
θ 

2号フラスコ状ピット(第64図)

口縁部1.50 m， 口頭部1.03m，底径

20m，深さ 1.74 m。砂聖堂層まで掘リ込 《 G 
む。周辺に 3個のピット。
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第63劉 1号フラスコ状ヒツ

3号フラスコ状ピット(第65図)

口志家音G1.0 8 m 。口室長音GO.48m，底音G1 m， 深

さ1.18 m 。砂層まで掘り込んでいる。屈辺に 2

個のピット。
V
A

、ー、
ι
V
I
V
a
-
v
a
u
y
い

Y

ハ
リ
ハ
リ
ハ
U
ハ
リ
ハ

υ
ハ
り
ハ

υ
ハ
υ

1
1
1
1
1
1
1
1
 

W

M川
旧
明
日
制
柿

土
日
明
土
府
土
j
M明
1

色
上
色
土
色
色
土
色

仰
向
色
刷
同
色
泌
総
色
仰
向

f
H
H
N
H
H
N
H
h
U
け
げ

v
f

刊

f
s
f
l
i
H川
引
け

第64国 2号フラスコ状

4号フラスコ状ピット(第34図)

2 8号住居跡に付設されたものと考えられる。

¥¥ ，10 H 

L-A  
ev 27，(泊甲町

A 

口縁音GO.7 m，口頭部 0.56m，底部0.98 m 深さ

2 3号住居跡、に付設されていたと えられる。

1 UH-褐色土問
2 11 

3 褐色ゴニ!弱(ローム
4 泉純色土!両

1. 27m，砂層まで掘り込んでいる。

5号フラスコ状ピット(第30函)

口縁部1.6 4 m， 口頭部0.9m，底部2.6m，深

さ1.94m。砂層まで掘り込んでいる。
第65圏 3号フラスコ状ピット
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7号フラスコ状ピット

6号フラスコ状ピット(第66図)

口縁部1.4 m，口頚部0，7m，鹿部1.4 m， 

深さ1.4m。援の崩壊がみられる。

第67図

7号フラスコ状ピット(第67図，図版19)

口頭音防， 9m底部2.6m 

9 4 m。砂層まで掘り込んでいる。

日~~~.部1.6 4 m， 

j菜さ 1

6号フラスコ状ピット第66図

L 

(第68図)8号フラスコ状ピット

底部

9 3 mの底部に浅いピットあ

口室長音s1.14m， 6 2 m， 

j菜さ 1

口市該部1

2 m， 
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底部0
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(第74図)
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底部
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④ 土 器

出土土器はすべて破片で， コンテナ 100箱である。そのうち実測可能な資料は 10個体，

ほとんど中期の土器で，次のように分類できる。

第一群土器(円筒上層式土器)

第一類土器

口頭部文様帯に絡条体庄痕文のある土器で，この類は 5号住居跡から 1点出土している。 Al

式土器である。

第ニ頼土器

箆状工呉の車IJ突による爪形文と，長田し、粘土紐を器商へ貼付ける文様構成が特徴的である。円

筒器形が基本である。 12 出土の大破片のように，口禄部が大きな弁:1犬を成すものと、

2 2号住居出土の復元土器のように平縁を成すものがある。平縁のものは柄部がややふくらむ。

C式である。

第豆類土器

6号住居跡， 4号竪穴遺構出土の復元土器で代表される土器である。前類とは異なり爪形文

が消失し，文様は粘土紐による隆帯のみになる。 D式である。

第四類土器

沈線によるいわゆる胸骨文の施文された土器である。この類の土器片は非常に少ない。 13， 

3 3号住民ーから突起や嗣部破片が出土しているのみである。 巳式である。

第二群土器(大木式土器)

第一鎖土器

口頭部に まれた楕円形の文様圏があり，掠糸文の施文の見られるものである。 12 

号住居跡出土の 1例がこれで，文様圏内の隆起線にそって撚糸文がめぐり，中に撚糸による瓜

57-



形文がある。また，文様圏の下部には途中で rVJ 形に下重了しながら横位にのび，先端が渦巻

状をなす撚糸文が施文されている。 7b式と一部に上層 B式の特徴の見られる土器である。

第ニ類土 器

浅鉢器形を呈し，口頭部に撚糸や細い粘土紐でもって，渦巻丈の施丈されている類である。

4号住居跡などから少量出土している。 8a式と考えられる。

第三類土 器

隆起線と沈線による渦巻文が特徴的である。 4号竪穴遺構ーから出土している。 8b式である。

第四類土 器

口縁部から斜めに下垂する隆起帯と，それにそって刺突列点文を施した類の土器である。器

壁は一群の土器に比し薄く，比較的焼成も良い。口頭部はやや外反し，口縁部は波状をなすよ

うである。沈線で関された中に縄文が残り，磨消区画の一角に鰭状の隆起の見られる破片が胴

部のものと考えられる。本類は Bグループの住居跡埋土とその周辺から主に出土している。大

木 10式の新しい仲間と考えられる。(後藤， 1967)

第三群土器

撚糸文の施文された仲間である。単節の縦の撚糸文のものと，網目様撚糸文に細分できる。

第四群土器

条痕文のある土器である。

第五群土器

沈線による S字状文の見られるもので， 1 6号住居跡出土のものが代表格である。

県内で第三群の網目様撚糸文土器を出土しているのは，鹿角市大j易黒森山麓の竪穴住居跡な

どである(奥山 19 7 1 )。 岩手県門前貝塚出土の網目様撚糸文土器は後期初頭に位置ずけら

れており， では後期初頭の大曲一号から出現する。(及JII1 9 7 4，鈴木 19 7 4 )以
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上のことから第三群土器は後期初頭のものと考えたい。第四群土器についてははっきりしない。

Bグループ住居跡群の地この三群の土器は少なく，第五群土器も後期初期のものと思われる。

区から出土している。

器⑤石

5 1 5，有、で‘ある。調査で検出された石器の総数は，

その割合をみると，遺構遺構外に分けて，遺構埋土，これら石器の出土地点を遺構内床面，

である。埋床面直上 12%(63点)，遺構埋土 33%(169点)，遺構外 55%(283点)

流れこんだかした投げ込まれたか，住居跡などの遺構が廃棄されたあとで，土層中の石器は，

遺構外の遺物とものであろうから，床面直上の遺物と同一に取扱うことはできない。むしろ，

石器の 88%が遺構外に捨てられたこえられる。そうすると，同様な取扱いのほうがいいと

石器の使用場所，保管場所などとも関連するものと考えられる。この現象は，とになる。

各石器の出土場所別割合を表わしたものであるが，大部分の石器が遺構表 lは，たとえl工，

石皿は，床面直上で出土する場合が多い。 7号住居跡では，石皿が

浅いピットの中に定置されて出土している。石盟が室内で使用され，

外に捨てられているなかで，

保管されていたことが理

解できる。

Bグループ出土の石器は稀少である。表大部分の石器はAグループでの出土であり，また，

500余点の石器が，館下 I遺跡で生活した

人々が使用したすべての石器とは考えられない。未検出の石器もあるだろうし，移動のさい持つ

o 50 100(%) 
E ていった石器もあるだろうし，

石器の種類別の出土割合を表わしている。2は，

石鍛の

遠くに飛んでいったように持ち歩き，l境ニ仁)

し石器もあったであろうからである。

石器組成の概略は知ることがでかし，

ilj長[床面

槍!
斧|

箆状石器口

匙[

石

石

石

石鍬，きるであろう。特徴的なことは，

石錘の石匙の多いことと，箆状石器，

多いことで、ある。

それぞれの石器について，つぎに，

①形態，②製作技術の特徴，③石材，

欠損部位，線状痕，④使用痕(摩耗痕，

付着物)，⑤共伴する土器(遺光沢，

i I!三者

i 率三滋:::1

llliJli滋;対
1 議選1

1 誌怒

i 設j

錐

盟

石

石

冠

錘

石

石

石

石

磨

問

石

石

などをまとめてみ

使用痕の観察には双眼実

構内における共伴)

なお，たし、。石器の出土場所別割合

59-
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1CJJf:t ( 6点) 1 % 

2表話器種類語Ijの出土割合

体顕微鏡(2 0倍， 4 0倍)を使用した。

石皇族は 125点出土している。これを形態分類

してみた。

a類) 7 5点(6 1 %)，長さは，

2. 7 ~5. 2cm，重さ1. 7~7.5g であるが，長さ

3 ~ 5 cm，重さ 2~4g のものが多いっ

b類)四基無 3 8点(3 1 %)長さ

1. 6 ~3. 7cm，重さ 0.4~4.9g であるが，長さ

2 -:-3 cm，重さ 1~ 2 gに集中する。

C 8点(6 %)長さ1. 8~

3.8 cm，重0.4~2.8g 。

d類) I石刃鍬」に類似するので、、石鍬に分類した。 3点 (2%)長さ3.0 ~4. 9 cm，重さ 1~2. 6 g 。

a~c 類は，ていねいな二次加工が施され，とりわけ c 類は精巧である。 d 類は縦長の剥片

の先端部を尖らしている。二次加工は背面の周縁に施されている。 I若刃搬j は，主要争Ij離面

に二次加工を施している(芹沢弓 1 9 6 0 )， d類と「石刃皇族」との相違点である。

石材は頁岩が 105点(8 5 %)，鉄石英 8点，黒曜石 7点.jfE灰官 2

石英 2点である。 c類は全部鉄石英であり，黒曜石の 7点は b

く:::>aw 
ζこア

b 
ある。

した 3 9，点ある。 a 2 6 b類G斡a島 基却音部E…アル

竪g 監通益主 1 3点てでで、0、あり， a， b類のそれぞぞ、れの 34%てでで、p、ある。 cしヲ d実類責にはアス

- .::::フ

.，c::. d J'ri c fI'iフアルト みられなかった。アスフアルトは石織と

第83図石銑の形態分類

に使用されたものであろう。 a類には， 1点だけであったが基部と先端

部両方にアスフアルトが付若したものがあり， a類が効率のよい石鍬であることが推察される。

共{半する土器は， a， b類は円

D式土器にのみ共伴する。

C， D式，大木 10式土器と， c， d 円 C， 

2 3点出土， 4類に形態分類した。

(35%)長さ5.2~1 3cm，重さ 7 .5~42. 5 g 。横断面は凸レンズ状を呈する。

b類)平・円基式石槍。 8点(3 5 %)，長さ 5.6 ~ 14.3cm。重さ 10 ~ 3 7 g 。横断面は凸レ

ンズ状を呈する。

c類)尖基式石槍であるが， a類より幅広で、ある。 1点 長さ 9.7cm，重き 43.5 g 。横

断面は蔚平な六角形を る。重さ 15~17.5g 。
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2点 長さ 7.2 ~ 8 cm 横断面菱形を

曜動

.1 .1 ・ 
@ 

& 
E込 d包

4 

第84図 石鍛の長さと重量(完形品のみ)

〈ご> a~m 

〈二三> c W 

くご二:::> b ~Ji 

えられる o

a類は円

共伴し， c ~ d類は円

と共伴する。

る。 a類. b類には，精巧

な押庄剥離を両面に施してい

る石器が多い。 C類は両国に

大剥離を残し，周縁の両面に

二次加工が施されている。 d

類は前者にくらべあらいつく

りて1 ステッブ，ブレーキン

( g) 

グも用いられている。

石材は頁岩 21点，在英 2

点である。

C類の石槍の基部にはアス

フアルトが付着している。ま

た，中央部で色調が，わずか

に変化している。このアスフ

アルトと色調の変化は着柄に

関係あるものだろう。長軸と

平行に着柄されていたものと

C， D式，大木 10式土器と

C， D式土器のみ

石斧は 39点出土。 5類に形態分類できる o

a類)磨製石斧。 25点 (6 4 %)。分!享い楕円

形の横断面を呈する。完形品はなく，腕部中央付

近で欠損している。刃縁は円刃をなし，斧の中

軸線で左右相材、の両刃である。

b類)磨製石斧。 7点(1 8 %)。刃部がもっと

も広く，基部が狭くなる。横断面は，肩平な椿

円形を呈する。中軸線で左右非相称の片刃であ

1
3ム

ハ
h
u

く=> d4til 
石檎の形態分類

る。長さ約 10 cm，重き約 10 0 g 0 

c類)麿製石斧。 2点(5 %)。大型の若斧で長さ 18 ~ 19. 5 cm，最大幅 5~ 6 cm，揮さ 2~
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第86図石檎の長さと護霊(完形品のみ)

亡二コ

3.5 cm，重さ 310-7 3 5 g 。刃部は丸刃を呈し

やや片刃ぎみである。

d類)打製石斧。 2点(5 %)。両面加工され箆状石

器に近似するが，大型であり石斧に分類した。刃縁

は円刃を呈し，両刃である。横断面は凸レンズ状を

呈する。 1MIJ縁は鋸刃:1犬をなす。長さ 13 -14. 5 cm， 

幅約4.5cm，厚さ約 2cm，重さ 14 2 -1 7 6 g。

e類)打製石斧。 3点出土。刃縁は円刃をたし，片

刃である。横断面は肩平な蒲鉾状である。長さ 11 第87図 石斧の形態分類

c二〉

-1 4 cm，幅5.5 -7 cm，厚さ約 2cm，重さ 186-3 2 5 g 。
ζ~ 

a • C類は鼓製によると思われる。 b類のなかには，擦切技法で製作されたと考えられる痕

跡を有する石斧が 1点あり， b類の製作技法を理解できる資料である。 d類は縦長の分厚い恭Ij

片の両面をフリーブレーキング，ステップブレーキングで仕上げている。

e類は礁の表皮を 1面に残し，地面を粗く打欠き，仕上げている。

石材は泥岩 11点，砂岩 7点，安山岩 6点，玄武岩 2点，頁岩 2点，変朽安山岩 2点， Ift岩

1点，粘板岩 1点である。 a類は安山岩， b . C類は泥岩，玄武岩， b類は頁岩， e類は砂岩

が多く使用されている。

a類のほとんどは胴部で欠損している。これは，使用のさい折れたもので，着柄に関係する

ものと考えられる。 b類の l点に線状の使用痕が観察された。この石斧は，弱凸強凸片刃であ

るが，両国に刃縁に直交する線状痕が認められた。アッズ的使用が推察される(セミョーノフ・

田中訳 :1968)。他の石器については，アックス的使用か，アッズ的使用か判断ができかねた。 た
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だ， c類は砂岩で軟かし樹木を切る，削るなどの機能をはたすことはできないだろう。他

の用途を考えねばならない。

石斧の大部分が，円筒上層 c.o式に共伴する。

箆状石器

9 0点出土した。 5類に形態分類してみた。

a 1類) 4 0点 (45%)両面加工で，横断面が凸レンズ形を呈する。刃縁は丸刃をなし，両

刃である。 rl屈は基部に向ってやや狭くなる。長さ 6~ 1 0 cm，最大幅2.5 cm ~ 3. 5 cm，重さ

25~50go 

a 2類) 3点(3 %) 0 a類より小型である。 5.3 ~ 5. 7 cm，最大幅約 2cm，重き 20~17go

b 1類) 4 1点 (46 %)。ずんぐりした形をなし，刃部が広く，基部は狭くなる。横断面は蒲

鉾状を呈する。長さ 5~ 6 cm，最大幅 4cm，重き 20~30g のものが一般的である。

b 2類) 2点。 b1類にくらべると，ずんぐりしたところはなし基部と刃部の幅がほぼ同じ

である。重さは a 1類とほほ、似ている。 rl屈は約 3cm。

b 3類) 4点出土。平面形は台形を呈し，刃ぬ
臨
場

感
騒
くこ> azW 

縁は直刃をなし，片刃を呈する。 b1， b 2 

類よりやや大型である。

a 1， a 2類は分厚い縦長の争Jj片の両面に，

フリーフレーキング，ステップブレーキング

による二次加工を施して仕上げている。 基

部に打面を残すものもある。{則縁は鋸刃状を

呈する。 b1 ~ b 3は横長の剥片を使用し，

背面は全面加工，主要剥離商は両側縁にのみ

加工が施されている。 b3の刃部は一次加工

のさいの鋭い縁辺である。

建二三~ b 石材は， 8 4点(9 3 %)が頁岩，泥岩が

第88図 箆状石器の形態分類 2点，石英が4点である。

b 1， b 3類の 7点には使用痕(光沢，線状痕)が認められた。使用痕は主要剥離面の刃部

にのみに認められる。光沢は刃縁から 1cmほどに広がり，明るし輝きがある。また，光沢面

には，刃縁に直交する線状痕が認められる。また，縁には刃こぼれが認められるものもある。

b 1類には胴部で欠損したものが 17点もあり，すべてが刃縁に平行に折れている。光沢(キ

ーリー， 1 9 7 8 )，使用痕(セミヨーノフ，田中訳， 1 9 6 8 )，欠損状況などから考えて，

b 1 ~ b 3は着柄して，アッズ的に使用したものと推察される。なお， a 1類の基部，または

円
、
U

ハh
u



したものが 3点ある。着柄の可能性をうかがわせる。先端部の摩滅日間音sにアスフア/レト

して使用したものとすれば¥土掘り具をしたものが 1点ある。 a1， a したい

のであるが，頼極的な根拠はない。

a 1 b 1類は，
(cm) 

重量

署警

ι 
曜審

I 
重量移口

4珍 事
機d匙

4亀 ロ

毒議
@ 警警

l主主 ロ
& 

ゐ

{む
σむ」

電器 口
b

j b:j 

sa，) 0 
ム

円借 i二層 C， 0式と

101----+---+---..，臨 大 木 10式土器に共

伴 L， a2， b2， 

8 
b 3は円

D式土器に

C苛

ブ
Q 。

6 

石霊長

9 0 点出土， 6類

に分類した o

al類)縦形の石匙。

g) 8 1点(8 9 %)。

先端部が幅広くなり，

平面形は切出し型ナ

4 

2 

。 20 40 60 

(完形品のみ)さと

る。長さ 5-1 0 cm，重イフ状を

さ 9-20go

a 2類) 1点 光端部が a1類と

は逆方向に作出されたものである o

U 類)体部が短かくヲつま

する側縁の長いもの。小型であり，長

さ5-6 cm，重さ 6g前後のもの。

長方形の体部につま4点c: 4m :0 J!ll 〈ごご〉

み部を中軸線上に作出したもの。長さ

A
れ
け
υ
H
V

約 5cm，重さ約 9g 。

C類) 1点 体部は a 1類に類似す

it、

F
 Q

寸
バ
リ?
 

するが，つまみ部が体部と直角に作出

されている。

るようにラつまみ部を作出している。

d 1m 

d類) 1点 横形を呈しラ刃部に

な押圧争iJ離を施している。 また，主a 1 - a 3 ・ c類は縦長の剥 し、
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要剥離間の-1&1J縁ーから先端部にかけて細加工を施している。この細加工を施した側縁に摩

耗痕が認められ，刃部として使用したものと理解される。 b類は縦長剥片の背面周縁に二次加

されている。 d類は横長の恭Ij片を使用している。

石材は 100%頁岩である。

al， a3， C鎖は，右手人差指の を鏑にあてると使用しやすい。 a2類は左ききの

人が使用する

a 1 ~ d類は円

石

6点出土した。 2類に形態分類できる。

る。

C， D式土器と， a 1類の数点が大木 10式土器と共伴した。

a頬)つまみ部と錐部からなるもの。 5点出土。錐部の横断面は菱形を呈する o

b類)錐部のみのものヲ 1点出土。横断面は菱形を呈する。

石村はいずれも

すべて，円筒ト層 C.D

高顧

1 0点出土した。 6類に

a 1類)間部の平面形が円形を

きなかった。

と共伴した。

きた。

a 2類)凹部の平面形が楕円形を

b類)田部の平田形がU字状を呈する。 1点

C矧 j 周縁に縁を有しラ裏面に 41聞の凸状の脚を有する。 1点

d類)周縁に縁を有し，裏面に板状の脚を有する。 1点

8点のうちヲ 1点は両面使用である。

6点，

a 1 ~ b頬は円

共伴する。

出荷

4 

C， D と， Cラ d類は 1 0式土器と
b 訂i

1 2個出土。ほかに石錘と兼用か転用かされたものもある。間部の断

面が円錐形をなすものと，不規則をなすものとがある。また両面に出部 第91図石錐の形態分類

のあるもの，片面のみのもの，田部が 1個のもの数偶のものなどがある。

71民安山岩 511JliI，いずれも片手で持てるくらいの重さの河原石を領府してい

く a 官l 。

る。間部が円錐形を呈するものは，長田い木か骨のパンチを上から押圧しながら回転(非連続往

復回転であろう)させ使用したものであろう。凹部の不規制なものは，細い木か骨のパンチを

上から叩いたためていきたものであろう。

円簡上層 C.D式土器とも大木 10 とも共伴している。

に
リ

ハ

hυ



活錘

9 71国出土している。

河原石の長軸の両端を打ち欠き，切目部を作出している。

漁網に使用する石器と考えられている(渡辺， 1973)。

遺跡の下を米代川が流れているので，漁業がさかんに行なわれていたものと考えられる 0

40g~1000go 500g前後のものが多い。

石魁

6点出土している。

a類) 4点出土。体部に凹部が一周する。底面は摩滅している。北海道式石冠(大場， 1 9 6 1 ) 

と称されている。石材は花闘岩。 700~970go

b類) 2点出土。縦断面三角形を呈する。一側面には凹部がある。底面は摩滅している。石材

は凝灰岩。重さ 37 5 ~ 4 2 2 gで片手でもつには手ごろである。 a類の使用面は短軸方向に

傾斜する。

石皿とセットにして使用したものでないだろうか。

磨石

安山岩の河原石の一面を摩面に使用しているものが大部分である。

甑石

棒状の河原石の両端を使用しているものが多い。石材は安山岩。

石棒

安山岩。流紋岩の石材を使用。一端の表面に間部を作っている。いずれも 3~数分割されて

いる。加熱を受けたものもある。破片が住居跡の床面にころがっていたり，フラスコ状ピット

の中に投げこまれたり，遺構外にころがっていたり，奇異な出土状態を示すわ

⑥ 土・石製品

土偶(第76図)

1・3は 13号住居跡出土で，板状を呈する。円筒土器に伴うものである。 1は頭部に 2子しが

あり爪形の刺突文が見られる。 2は 18号住居跡出土で， 3はその傍からの出土である。両者

とも刺突文があり， 2にはボタン状の突起と背面に二本の隆線がある。 5， 6とも 18号住居

跡のある Bグループ地区で出土したものである。

スタンプ状土製品(第76図)

2 4号住居跡出土で，きのこ状を呈する。傘状の表面はすべすべしている。
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滑車形茸飾(第81図)

1 1号住居跡出土品。石材は茶褐色を る火山際凝灰岩で，最大径5.4cm，円周上に問

の見られる不整円で，中央に径 5mmのー孔がある。

垂鮪品(第81図)

耳飾と同じ 11号住居跡出土品。石材は粘板岩。
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館下 I遺跡から発見された住居跡は総数 34 棟である。うち 1~14 ， 29~34 号の 2 0 棟

は段丘の西部に，残りの 15 ~ 2 8号の 141、東は約 50 m 北京の段 i王中央部北京株ぞいに存在

する。前者を Aグループ，後者をおグループと 01-心。

(Aグルーブのイ主居跡〕

このグループの住居には次のょっな共通点が認められる。

① 平田形は楕円形が多い。

② 長軸 6m ~ 10mの大型のものが過半を占める。

③ 主柱穴は住居内にあって，中軸線に並列相対して 4， 6， 8本存在する。

④ 炉はほとんど地床炉である。

⑤ 大型の住居には特殊ピットを伴うものが多い。

⑥ 住居の長軸は N-Sを指すものと， E Wを指すものとがある。

⑦ 主柱穴の内側の床面がほかに比べて堅い。

は炉が 2基あるものもあり，いずれも，中軸柑!の附近にある。特殊ピットは筏

5 0 ~ 6 0 cm，深さも同じ位の大きさで，すり鉢:[犬に落ちこんでいる。そして掘りあげたローム

でもって幅，高さとも10cm前後のへりをまわしている。炉使用の際に出来る木炭や灰のJ会場と

も言われているが，そのような埋土の堆積状態ではなかった。性格は不明である。

Aグループの住屑は間隔を置いて構築され切り合いが無い。床面や炉から出土している土器

から 12号住居が大木 7b式もしくは円借上層日式期 1， 2， 3， 5， 11号住居が円筒上層

C式其fj， 4号住居は炉の埋設土器から D式期と考えられる。ただ， 4サ住民の埋ニJ:.から炉埋設

D式土器より吉い C式土器が出土していること，このグルーフOの住民の埋土から C式D

が一括出土することが多い事実から， c式P式土器を同時に使用した可能性も考えられる。

落跡の調査が進み，廃棄された住居跡に土器を残置，投棄する行為のパターンが論考されてい

る予(小林 19 7 4 )0 Aグルーフ。のパターンは C 1に近いと思われる。以上のことなどから， A 

グループの住居は何期か考えられるが，現段階では確言できない。

(8グループの住居〕

C式期の 19， 2 5 を除いた残リ 13棟は中期末大木 10式出!のものと考え
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られる。

① 住居の平面形は円もしくは不整円形が多い。

② 床面のロームへの掘り込みが浅い。

③ 主柱穴ははっきりしないものが多いが，検出ピットの分布から壁に沿うものと考えられ

る。

④ 炉は石間炉で，住居の中心から北東にずれているものが多い O

Bグループの住居には以上の傾向が認められた。

石間炉の構築は

① 最初に浅く炉の大きさにロームを掘り込む。

② 次に石の大きさによって，並べる石の下を少し掘りこむ。(地上に出ている石のレベル

カf同じ{立になるように)

③ 石を並べる。

の手liI員をとる。 16号住居の炉の芯は抜き取られてなかった。廃棄の際に転用されたものと考

えられる。

Bグループの住居は， 1 9・25号住居の二時期，炉の形態と住居の切り合い関係から，小

型の 23 と他の円形の との二時期，計四時期が考えられる。

きて，今まで述べてきた竪穴住居より小型のものに竪穴遺構がある。 JT 0 1のように Aグ

ループの大型住居の傍に位置し，径は 2m前後，周囲に 4 ・5本の柱穴を持ち，床の中央に焼

土の認められる遺構である。居住するにはせますぎるので竪穴遺構として霞分したが，住居の

可能性のあることをつけ加えたい。

2 ラスコ状ピットについて

本遺跡で検出されたフラスコ状ピットは 15基である。

このうち 2基は住居跡に付設されたものであリ，残リ 13基は単独で、構築されたものである。

まず， 4号フラスコ状ピットは， 2 8号住居跡の北西隅に付設されたものである。 5号フラ

スコ状ピットは， 2 3号住居跡の北関に付設されている。県内で住居跡内にフラスコ状ピット

が付ー設されている例に秋田市下堤(富樫はか， 1 9 7 6 )，秋田市鹿野戸(伊藤ほか， 1976)，

男鹿市大畑台(磯村ほか， 1 9 7 9 )，八竜町萱メIj沢(鍋倉ほか， 19 7 4 )遺跡がある。

1・2・4~ 1 5号フラスコ状ピットは単独で‘構築され，遺跡、の商(舌状台地の先端部)に

して検出された。これらフラスコ状ピットの群集地は住梧跡群 (Aグループ)の外側に位

置するものが多い。
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3号フラスコ状ピットも単独で構築されたものであるが， Bグループの住肘跡群の外側にあ

1) ，北側を調査できず断言はできないが，群をなしていた可能性がある。琴丘町宝屯前遺跡

(伊藤ほか， 1 9 7 8 )，では 40余基のフラスコ状ピット群が検出された。大畑台遺跡ず

(磯村ほか1977年調査)では 10余恭のフラスコ状ピットが検出されている。

単独に構築されたフラスコ状ピットには上屋構築のためと考えられる柱穴がめぐるものがあ

る。 1， 2， 3， 12， 13号フラスコ状ピットがそれである。またフラスコ状ピットの口

縁部に蓋をするためと考えられる施設をもつものがある。これは口縁部が広がっているフラス

スコ状ピットを指す。 6， 7， 9， 11号フラスコ状ピットがそれである。柱穴のめぐる検出

例は県内では，八竜町萱刈沢(前掲書)，秋田市麗野戸(前掲書)，山本町古館提頭遺跡、(伊藤ほか，

1 9 7 7 )，などカてある。

葦をするためと考えられる施設のある発掘例は， 沢遺跡( で検出さ hて

いる。

底面にピットを有するフラスコ状ピットが 4fijlJある。 8・11号フラスコ状ピットは，底面

のはほ中央に浅い柱穴状のピットを有する。 9号フラスコ状ピットは底UrI西側に，さらにフラ

スコ状ピットが接続し，二重フラスコ状ピットになっている。 15号フラスコ状ピット底聞の

東側には楕円形の浅いピットがある。

フラスコ状ピットの用途については，おとし穴，貯蔵穴，冬期!のねぐら，祭把施設，土i広墓

などの諸説がある。

本遺跡、のフラスコ状ピットは，前述の通 1)，住居跡に付設されたり，上屋構築のためと考え

られる柱穴がめぐったり，蓋をするためのものと考えられる施設があったりする。

さらに遺物の出土状態をみると，人骨が出土したり，石組，その他の名寺町を考えさせたりする

遺物が出土していない。貯蔵穴と考えることがもっとも妥当のようである。夏にフラスコ状ピ

ットの気温と湿度を観測してみた。 2号フラスコ状ピットでは，外気の温湿度が 38
0

C，4 5 % 

のとき，内部は 18
0

C， 9 4 %であった。 9号フラスコ状ピットでは，外気の温湿度が 26 .3 

oC， 6 0 %のとき上段の内部では 19
0

C， 9 0 %であり， 下段では 15
0

C， 9 0 %であった。

古舘堤頭遺跡では，フラスコ状ピットの上屋を復元した。冬期間の温湿度に微妙に反応し，氷点

下を示すこともある。しかし，口縁部に蓋をすると，外気に影響されることなし内部は

2
0

C前後，湿度約 80%を保つことが伴明した。このデータは， 1:jl'[物質牲の食料を越冬させる

のに適当な滋湿度である(藤本， 1 9 7 4 )，本遺跡、の l

が出土している。

増田町梨ノ木塚遺跡では，フラスコ状ピットの床面から

-70-

ラスコ状ピットでは，炭化クルミ

クリが出土している(畠山， 1978)。



V む す ぴ

館下 I遺跡の発掘調査は， J立跡を広範囲にわたって調査した県内でも 1・2を争う大規模な

発掘調査であった。その結果，後期IEI-tI器時代と縄文時代中後期の遺跡であることが判明した。

特lこ，縄文時代中期中葉の集落は段丘上の西寄りに，末葉の集落は北東紘寄りに居住地を変

えて形成され，その住居の平rrrI形も椅円形と円形，炉もよ出!未炉と石囲炉という明瞭な違いのあ

る集落のあリ方を明らかにした点で大きな意義があったと考える。
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